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第 6 回の質問・感想・注文など 
1. 誘電率テンソルで議論している中で、伝導率テンソルに変形した理由がわからない。(K１君)。 

A: 金属を扱うには、誘電率より伝導率の方が、ω→0 での振る舞いを表しやすいからです。 
2. ブロッホ関数から求めた有効質量は電子質量のオーダーと異なっていたと記憶していますが(YI 君)。 

A: 有効質量はバンドの k 空間での曲率の逆数に比例します。半導体の伝導帯の底では曲率が大きいので、m*=0.1me くらいの小

さな数値ですが、金属のフェルミ準位付近の曲率は、自由電子の場合と変わらず、ほぼ m*=me となっています。 

3. ダンピング定数が大体 0.1eV のオーダーだとおっしゃっていましたが、物質によって厳密な理論式で決まるものでしょうか。それと

も試料毎に決めるしかないのでしょうか（M 君）。 

A: 光スペクトルをドルーデの式などでフィットして、決めているのが現実です。 
4. 古典電子論を用いた誘電率の求め方は、電荷対の相対変位を求めればよいということがわかりやすかったです。（K２君） 

A: 君のようにエッセンスを知っておくと、応用がききますね。 

5. 現象論の強さを再認識しました。磁気光学効果とホール効果の起源は同じだということには驚きました（U 君、M2 君） 

A: あくまで非磁性体の場合です。スピンホール効果は、単純な古典論では説明できません。 

6. 誘電率が負というだけでは、P が電場を消しきれるとは限らない気がします。実際の物質では R=100%になっていないということは、

R の式がまずかったということですか (O 君) 

A: いいえ、誘電率の虚数部のことを無視していたからです。 

7. 金属において束縛項ω0 の意味は何でしょう（Y2 君）。 

8. 選択反射が起きるということは完全導体の静電誘導とは異なり、高周波振動電場に自由電子が追いつけずキャンセルできないと

いうことですか(O2 君) 

A: その通りです。よく理解しましたね。 

9. 量子論で磁気光学効果を扱う勉強は面白そうなので、2 回より、3 回に分けて欲しいです(４年 Y 君)→A. なるべく２回でわかるよう

に組み立てます。 

10. 常磁性体と反磁性体では全て古典論で説明できるのでしょうか。（N 君） 

A: スペクトルを完全に合わせようとすると、バンド間遷移をきちんと扱わなくてはなりません。 
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